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国際フェアトレード認証のしくみ

輸出
輸入 製造

販売
（卸）生産者

サプライチェーンの全てを認証

＜サプライチェーンの基本形態＞

消費者輸入 製造 （卸）生産者

製品のブランドオーナーが
最終製品に表示できる

国際フェアトレード認証ラベル

NPO法人 フェアトレード・ラベル・ジャパン
国際フェアトレードラベル機構（FLO）の構成メンバーとして、
日本国内における国際フェアトレード認証ラベルのライセンス事業と
製品認証事業を担っています。

消費者
組合
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1997

1993

1988

フェアトレード・ラベル運動のあゆみ

オランダで初のラベル組織 「Max Havelaar」誕生
1992:ドイツでもラベル組織「Trans Fair」誕生

FLJの前身「トランスフェア・ジャパン」設立 /11月

世界各国ラベル組織がまとまり FLO設立

世界統一のフェアトレード認証ラベル完成

2002
2004

NPO法人化/2月
組織名「フェアトレード・ラベル・ジャパン」へ

認証部門をFLOから切り離し
認証機関「FLO-CERT」設立

2007 : FLO-CERT
ISO/IEC Guide 65 認定取得
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国際フェアトレードラベル機構 Fairtrade Labelling Organizations International [FLO]

生産者
ネットワーク

組織

3組織
アフリカ・中南米・

アジアFLO
非営利組織

（ドイツ）

基準の設定

各国の
ラベル

推進組織

22組織

Fairtrade 
AfricaCLAC

NAP

FLO-CERT
（ドイツ）

認証会社
監査・認証

基準の設定
生産者支援
アドボカシー

主に消費国で展開する22の認証ラベル推進組織と3つの大陸の生産者ネットワーク組織がFLO構成メンバー

フェアトレードの基準作りや貿易の公正化に向けたアドボカシー（政策提言）活動を
生産者と消費者、双方が対等な立場で推進 4



社会

環境
生産者
基準

生産者は組合を作り、透明性のある民主
的な活動を行う。
安全な労働環境、人権の尊重、人種差別
・児童労働・強制労働の禁止など
ILO条約（国際労働条約）を守る。

国際フェアトレード基準 ＜生産者に関する基準＞

環境

社会・経済

基準
農薬・薬品の使用規制と適正管理、廃
棄物の適正管理、リサイクルの促進、
土壌・水源の保護、生物多様性の保全、
遺伝子組み換え作物の禁止など
の環境に関する基準を守る。

商品代金とは別に支払われるプレミアム（奨励金）を民主
的に運用し、組織と地域全体の社会・環境にとって持続
可能な発展に取り組む。また付加価値の向上や品質管
理への取組みなどを通して生活向上を目指す。 ＊国際フェアトレード基準（英文）：

http://www.fairtrade.net/standards.html 5
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トレーサビリティの確保認証

契約価格の保証
取引
基準

売買に関わる組織は全て監査を受け
認証を得ていること

通常品と混ぜることなく区別して管理

国際フェアトレード基準 ＜取引に関する基準＞

契約

持続的な取引の促進

価格の保証

前払いの保証

基準
生産者と取引業者は基準に則り、
双方が合意して透明性ある契約を結ぶ

生産者が安定した生活を営み、
品質向上や環境に配慮した生産に
取り組めるようにすること

生産者が債務のわなに陥ることがないよう、
必要があれば代金の前払いを保証すること

不安定な市場価格に対して、
フェアトレードでは持続可能な生産と
生活に必要な価格を保証すること
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 使用禁止農薬・薬品リスト
＜国際機関や欧州など政府機関が定めるガイドラインがベース＞

- POP: The Stockholm Convention on Persistent Organic Pollutants
- PIC: The Rotterdam Convention on the Prior Information Consent Procedure for Certain Hazardous 

Chemicals and Pesticides in International Trade
- PAN 12: Pesticide Action Network’s “dirty dozen” list
- WHO 1a and 1b: World Health Organization Acute toxicity classification 1a and 1b
- EU: Banned or severely restricted in the European Union according to PAN List of Lists
- US: Banned or severely restricted pesticide EPA according to PAN List of Lists

 農薬・薬品の適正管理と使用削減

国際フェアトレード基準 ＜環境に関する部分＞

 農薬・薬品の適正管理と使用削減

 生産者・労働者の健康・安全対策（防護服の支給徹底など）

 土壌・水源の保全と水資源の持続可能な利用

 廃棄物の適正管理と再利用の促進

 遺伝子組み換え作物（GMOs）の禁止

 生物多様性の保全と向上

 エネルギー消費と温室効果ガス（GHG）排出
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価格の基準

国際フェアトレード基準 ＜価格に関する基準＞

消費者に至るまでのサプライチェーン全てにとって、真の持続可能性を実現するには、
生産者が適正な対価を受け取り、貧困に打ち勝ち、環境に配慮したより良いもの作りを
可能にする状況を整えることが必要不可欠

世界には、社会的・環境的な認証制度は多々あるものの、生産者の持続可能性を
支えるために具体的な価格設定をしているのは、FLOフェアトレード認証制度が唯一

特徴

フェアトレード最低価格 フェアトレードプレミアム

輸入業者は輸入量に応じて、この価格を生産者組織に保証する

生産コストをまかない、
経済的・社会的・環境的に
持続可能な生産と生活を支える価格

品物の代金ではなく、組合や
地域の経済的・社会的・環境的
開発のために使われるべき資金。
使途は生産者組合が民主的に決定
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市場価格が下がっても最低価格を保証

国際マーケットとフェアトレード価格の比較 ＜アラビカコーヒー 1989–2010＞

ニューヨーク先物相場

フェアトレード価格

ニューヨーク市場価格

アラビカ種コーヒー（Washed）非有機認証：140USセント/ポンド
有機認証上乗せ： 30USセント/ポンド

プレミアム
＋ 20 USセント/ポンド

コーヒー危機コーヒー危機

9



国際フェアトレード認証 ＜産品カテゴリー＞
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国際フェアトレード認証 ＜生産者対象国リスト＞

http://www.fairtrade.net/aims_of_fairtrade_standards.html#c5995

アフリカ アジア

中南米
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フェアトレード認証製品の急激な市場の成長に伴い、認証生産者組織の数も増加の一途を
たどっています。

認証生産者の組織数と生産者の推移

2011年末現在、生産組織数：991
前年比10%増

2011年末現在、生産者・労働者数：
120万人以上

生産者の数は、小規模生産者、工場・農園で働く労働者を合わせると
120万人を超えています。

家族を含めると推定：600万人 そのうち、小規模生産者：85%

アジア/オセアニア 中南米 アフリカ 合計
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生産者が受け取ったプレミアム（奨励金）総額 ＜2011年＞

フェアトレードのインパクト

6,500万ユーロ
（約72億円）

水 教育 インフラ 保健医療

13



生産者事例
-コーヒー生産者組合 CoopeTarrazú （コスタリカ）-

“私は今30歳ですが、フェアトレードで得た収入を使って22歳からビジネ
スや英語を勉強し始め、コーヒー生産を続けながら学校に通いました。今
では生産者組合で営業も担当しています。

私たちの組合では、フェアトレードの売上で
得たプレミアムによって、組合メンバーに社
会と環境に配慮した持続可能な農業研修
を行っています。その結果、水の消費量を
80％削減、木材燃料の使用を20％削減
することに成功しました。また枯れた植物
の木や葉を材料に有機堆肥を作ったり、
コーヒーの品質向上にも継続的に取り組ん
でいます。”

― コーヒー生産者組合CoopeTarrazú フェリックス・モンゲさん
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FLOフェアトレード・ラベリングの取組み

生産者輸入者

FLO
生産者サポート（FLO）

認証（FLO-CERT）

フェアトレード

フェアトレード最低価格
＋プレミアムの保証

FT基準作り、
アドボカシー

NGO、政府機関、国連機関等
とのパートナーシップで生産者サポート

監査プロセスがあることにより、
労働環境や児童労働など、
課題発見と改善が可能に

フェアトレード

サプライチェーンにおいて弱い立場の生産者をエンパワーすることで、
生産者自らの力で収入向上や持続可能な社会を実現

・フェアトレード基準の理解促進サポート
・認証の取得および維持へのサポート
・児童労働予防啓発コミュニティプログラム
・認証費用の補助基金制度 など

・コミュニティのインフラ整備
・教育の機会提供
・児童労働の予防啓発・教育
・ビジネス基盤強化
・品質向上 など

課題発見と改善が可能に

149小規模生産者組合に
合計約3,276万（294,990.83ユーロ）を

補助（2011年実績）
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流通規模： 120カ国以上

(単位：百万ユーロ）

世界の推定市場規模 ＜フェアトレード認証製品・全体＞

2010年 2011年
43.6億ユーロ → 49億ユーロ

（約5,440億円）
前年比：12%増
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- グローバルブランドや小売チェーンのフェアトレードへのコミットメントが加速

- ブランドのラインナップを100％フェアトレード認証に切り替える動きも

- 航空会社や鉄道機関で機内・車内提供用にフェアトレード認証飲料を採用

- 社内消費用・来客用のコーヒーや紅茶にフェアトレードを採用する企業も増加

世界市場での広がり ＜メインストリームへの浸透＞

スターバックス Starbucks
• 世界No.1のフェアトレード認証コーヒー購買者

• ヨーロッパ全店で100%フェアトレード認証コーヒーへ切り替え

• 日本では毎月19日・20日・21日「フェアトレードコーヒーの日」

キャドバリー・デイリーミルク（チョコレート） Cadbury Dairy Milk

• イギリス、アイルランド、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドでの製造分は

100% フェアトレード認証へ切り替え (日本でも流通) 

ネスレ・キットカット Nestle Kit-Kat

• イギリスとアイルランドでは100% フェアトレード認証

マース社

• 2020年までに調達するカカオ100％をサステナブルな認証カカオへ（2011年9月27日発表）

• イギリスとアイルランドで「Maltesers®」を フェアトレード認証へ （2012年6月より店頭販売スタート）

• 西アフリカのフェアトレード認証カカオ生産者組合に渡るプレミアムは
年間およそ100万USドル以上（約8,000万円） 17



PUMA

-南アフリカで初のフェアトレードコットン製品ラインナップを発売 （2012年3月～）

-シャツ／Tシャツ／パンツ／靴／バックパックなど
（フェアトレードコットンを使用してアフリカで製造）

-世界16各国で発売

世界市場での広がり ＜メインストリームへの浸透＞
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フェアトレード認証 ビューティー製品 ＜イギリス：2009年6月から＞

日本版規定
＜2012年7月発表＞

http://www.fairtrade.org.uk/products/retail_products/product_browse.aspx?comps=BEAUTY

リップクリーム/フェイスパック/ボディクリーム/シャワージェル/ベビーオイル
Boots, Bubble & Balm, Essential Care, Lush, and Neal's Yard

イギリスでのロンチ時：5社 ⇒ 現在は17社

cocoa butter, Shea butter, sugar, and brazil nut oil.
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日本国内のフェアトレード認証製品

およそ140の企業/団体 ： 約500製品
輸入、製造、販売での認証登録

コーヒー、茶、バナナ、果汁、チョコレート、スパイス、ナッツ、ワイン

切花、スポーツボール、コットン製品
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国内のフェアトレード認証製品推定市場規模

2,000,000
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約21.5億円

前年比29％増(単位：千円）
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小売・通販・外食への広がり
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Ben & Jerry’s ＜アイスクリーム＞ 4.14オープン@表参道ヒルズ
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国民一人当たりフェアトレード認証製品年間購入額 （2011年）
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ロンドンオリンピック・パラリンピック組織委員会[LOCOG]は
調達基準にフェアトレードを採用。すべての開催地域で、フェ
アトレード認証のコーヒーや紅茶、チョコレート、砂糖、バナナ、
ワイン、オレンジが提供されています。

オリンピック開催中の６週間での推計提供数量
・フェアトレードバナナ1000万本
・フェアトレード紅茶750万カップ
・フェアトレードコーヒー1400万カップ、
・砂糖1000万袋

ロンドンオリンピック・パラリンピックでもフェアトレード 2012.7.27-9.9

・砂糖1000万袋
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教育の場でもフェアトレード

センター試験
（国公私立大学入試センター試験）

24年度・中学3年生
New Horizon Workbook
東京書籍編集部 編

（国公私立大学入試センター試験）
23年度・現代社会
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